
酸化ストレスを利用してがん幹細胞を倒す！
～

Radical Cure



Background to study (1)

がん治療の現状

〇2人に1人が、がんになる時代、そして働く世代でも3人に1人ががんになります
〇既存抗がん治療では、副作用により治療完遂が難しくなる、生活への影響がでるなど課
題が残されています
〇肺がんなど一部のがんでは、治療効果は十分ではありません



Background to study (2)

腫瘍特異的フェロトーシス誘導療法ががん治療を変える！

〇私たちの開発した「腫瘍特異的フェロトーシス誘導療法」は、
がん治療の新しい選択肢を生み出します
〇健康寿命の延長、安心して働ける社会の増進に貢献していきます



Summary of study (1)

「腫瘍特異的フェロトーシス誘導療法」とは・・・

〇がん幹細胞の治療抵抗性に「フェロトーシス制御」が関わっています
〇特にシスチントランスポーターxCT、アルデヒドデヒドロゲナーゼALDHが重要であることを発見しました
〇xCT、ALDHを各々、既存薬スルファサラジンとオキシフェドリンで阻害できることも発見しました
〇この組み合わせをベースとした「腫瘍特異的フェロトーシス誘導療法」を開発しおります
※xCT阻害剤とALDH阻害剤の組み合わせによる抗がん剤開発は特許出願済です



Summary of study (2)

「腫瘍特異的フェロトーシス誘導療法」の効果

〇xCT阻害剤スルファサラジンは、進行性肺がん患者での医師主治験にて
化学療法との併用で有意な無増悪生存期間延長を得ており、その抗がん作用を確認しております
〇しかしながら、一部がん細胞では抵抗性を示しておりました
〇そのため、この効果を増強する併用薬を検索するために既存薬ライブラリーによる薬剤スクリーニング
を行い、オキシフェドリン（狭心症薬だが、ALDH阻害効果もあることを確認）を特定しました
〇肺がんマウスモデルでもスルファサラジン+オキシフェドリン併用にて強い抗腫瘍効果を認めています



Advantage of this study over competing studies (1) 

Subtitle 新しいドラッグリポジショニング

〇世界初、低コスト、高有効性の治療法になります
〇共にジェネリック化合物であるため低分子での開発が可能です
〇かつ、新薬相当の特許も取得しているため、収益性を担保しております
〇通常のドラッグリポジショニングの課題である低利益性を打破した、
新しいドラッグリポジショニング「ネオドラッグリポジショニング」と名付けております
●肺がん以外のがん種でも、高い抗腫瘍効果を認めており、適応拡大も可能です



Advantage of this study over competing studies (2) 

競合との比較

〇がん幹細胞を標的とする治療法開発を行う企業は複数ありますが、高コスト＝高薬価の開発です
※FDAが薬価を引き下げるように表明するなど、世界的には低コストの開発求められています
〇フェロトーシスを用いた開発を行う企業は、米国に１社あり資金調達も成功していますが、
パイプラインは不明で、ブルーオーシャンであることが伺えます
〇ベンチャーを設立し、低コストなフェロトーシス誘導療法を上市し、リーディングカンパニーを目指します
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